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１ はじめに

私たちは昨年 7 月に行われた済美高等学校の久万高原サイエンス合宿でガリレオのつい

て学び、手作り望遠鏡で木星とガリレオ衛星を観測した。今年はガリレオ衛星の軌道面を

真横から見ることができる６年に１度の好機でもあり、衛星が木星の影に消滅してから出

現するまでの食の時間や減光量を観測することで、衛星の運動を精密に求めることを教え

ていただいた。そこで、学校の小型望遠鏡で木星とガリレオ衛星を観測してエウロパの軌

道半径と公転周期を求め、久万高原天体観測館の 60ｃｍ口径反射式望遠鏡で食からエウロ

パが出現してしまうまでを観測し、出現完了までの時間からエウロパの直径を計算で求め

ることに挑戦した。

２ 方法

２－１ 観測条件

〔衛星軌道〕 日時 平成 21 年 10 月 20 日～10 月 28 日の間に４日 12 回

場所 済美高等学校（愛媛県松山市）

〔エウロパの食〕日時 平成 21 年 10 月 28 日

場所 久万高原天体観測館（愛媛県上浮穴郡久万高原町）

２－２ 解析

まず、エウロパの軌道半径を求めるために、

小型望遠鏡で木星とガリレオ衛星を継続的に

観測し、デジタルカメラで撮影した。「ステラ

イメージ」を使ってデータ画像からピクセルを

測定し、別に撮影した M45（プレアデス星団）

のメローペとエレクトラの既知の角度を用い

て木星とエウロパの角度を比で求め、横軸を時

刻、縦軸の＋を東、-を西としてグラフを作成

し、軌道半径と公転周期を求めた（現在進行中）。

次に、久万高原天体観測館の 60cm 反射式望

遠鏡に直接カメラを設置し、エウロパが木星の

影にある食から、完全に出現して明るく輝くまで、15 秒毎に撮影した（図１）。「ステライ
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メージ」を使ってデータ画像から光量を測定し、グラフを作成して出現開始から出現完了

までの時間を求めた。この時間はエウロパが１個分移動するのにかかる時間と同じなので、

軌道半径から軌道の円周を求め、円周と公転周期、一個分の移動時間よりエウロパの直径

を求めることができる。今後、観測データより得られたエウロパの軌道半径と公転周期を

用いて、計算によりエウロパの直径を求め、実際の値と比較する予定である。

３ 結果

エウロパと木星との距離は

求められているが、軌道半径と

公転周期は解析の途中である。

エウロパ出現時のデータ画

像を解析し、グラフを作成した

ところ、図２のようにきれいな

グラフが描けた。グラフより、

エウロパが出現し始めてから

光量が最大になるまで（出現を

完了するまで）の時間を 200

秒と求めることができた。

４ 考察

今回はエウロパの軌道半径・公転周期が求められていないためまだ独自のデータは出て

いないが、仮に既知の値である軌道半径 671100Km と公転周期 3.551 日を代入してみると

エウロパの直径は 2749km となり、実際の直径である 1569km と大きな開きが見られた。

今後、さらに厳密に解析を行い、データをまとめて行きたいと考えている。
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エウロパ食の出現時における光量の変化
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